(随想)医学随想 by 土屋, 文雄
Title(随想)医学随想
Author(s)土屋, 文雄












医 学 随 想
東京遞信病院泌尿器科部長 土 屋 丈 雄
1.学 位 制 度
私は昔から現行学位制度反対論者であつた,医学部卒業者の大部分が早晩学位を受領する
のでは丈博,法博,理 博等 と比較して余 りにも平均がとれない.誰でも書きさえすれば学位
は貰えると云う濫造振 りでは余 りにも権威がなさすぎる.現在の学位論丈の大多数は全 く科
学の進歩とは凡そ無関係である.世界の水準 より出るものは誠に蓼々たるもので,大 多数は
先進国の糟粕の中にもがいているに過ぎない いくら努力しても追つ くことさえ出来ないも





従来の学位論丈 と云 うものは客観的には,少 し語弊はあるが,教授を食わせる為め以外の
何物でもないと云 う感が深かつた.いやそれ迄堕落 したのだ.
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纒めあげたものであるならば相当異論がある.教授の指導力には限度があるから,他の大学

























当り前で,良 い仕事が出来なければ物笑いになるか資格をうたがわれ,加 えて,良心,責 任,
研究の心構,能力,資格への反省等の重圧にさいなまれ誠にっらい立場にある職 と同情する.
3.医療制度の改革













離 したため患者が少 く且つ専門医制度が確立せられていないので容易に立行かな くなって来
た.そ の結果泌尿器科志望者は減少し由女しき問題となつて来ている.
泌尿器外科が外科の枠の中に入 り一般外科 と交流 して開業に便利ならしめるようにするの
も泌尿器外科志望者の吸収にはよい方法かと思われる.何は兎もあれ専門医制度の実施は急
務である.
